
令和元年度三重県キャリア教育フォーラムまとめ 

 

１ 日時  令和２年２月１８日（火）１３時００分から１６時００分まで 

 

２ 場所  三重県総合文化センター小ホール（津市一身田上津部田１２３４） 

 

３ 参加者 ２０３人 

（感謝状贈呈事業所：２７人、事業所・関係機関等：１９人、小中学校等：５４人 

市町等教育委員会：１８人、高等学校・特別支援学校：８５人） 

 

４ 内容 

【第１部】１３時００分～１３時５０分 

○令和元年度職場体験等受入事業所三重県教育委員会感謝状贈呈式 

   県教育委員会では、職場体験やインターンシップ等を通じて、児童生徒の勤労観・職 

業観の育成や学習意欲の向上に貢献していただいた事業所に対して、平成１９年度から 

感謝状を贈呈しています。 

本年度は感謝状「職場体験・インターンシップ等」部門に１７事業所、「デュアルシ 

ステム」部門に４事業所、特別感謝状を６事業所に贈呈することとし、当日は２２事業 

所（感謝状：１６事業所、特別感謝状：６事業所）が出席し、廣田恵子教育長から感謝 

状を贈呈しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２部】１４時１５分～１６時００分 

○キャリア教育実践発表 

   「地域で活躍する人材を育成するためのキャリア教育」をテーマに、令和元年度キャ

リア教育文部科学大臣表彰を受賞した四日市市立下野小学校、紀北町立赤羽中学校、三

重県立久居農林高等学校から実践発表をしていただきました。 

特別感謝状記念品 協力：伊賀白鳳高校、伊勢工業高校、白子高校 



＜発表団体・学校＞ 

・「地域学習」を中心に据えたキャリア教育の取組について 

四日市市立下野小学校 校長 坂本 豊治 

・「９年間を見通した子どもたちの学びと育ち」 

   紀北町立赤羽中学校 校長 東 光司 

・「目指せ地域のスペシャリスト」 

 三重県立久居農林高等学校 校長 長谷川 博文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

・ 地域とともに行う取組は、とても勉強になりました。地域の方を招いて共に学んだり、

楽しく学習できたりすると、地域との連携も深まりキャリア教育の実践も深まると思いま

した。 

・ それぞれの地域・学校で、たくさんの課題がある中で、目の前の生徒たちのためにキャ

リア教育を考えていくことの大切さを改めて感じました。 

・ 主役は子どもなので、学校、地域、関係機関など立場の違う者同士がスクラムを組んで

キャリア教育に携わっていけたらいいと思いました。 

・ 小中高を通したキャリア教育の組み立てが必要だと感じました。お互いがやっているこ

とを知る機会となってよかったです。 

紀北町立赤羽中学校 

三重県立久居農林高等学校 

四日市市立下野小学校 


